




































































か否か」を第 1基準として、接続辞をまず「A類」と「B類」と二類型化した（図 3参照）。 
 
その上で、「構成したのは並列的な複文か従属的な複文か」という第 2基準を導入し、図 3の
2類型を図 5のように 4類型化した。 
 
図 4 本論が考える「複文の構成」 
従属節 




















































































という 2点を同時に満たす語である、と明らかにした。図で示すと、下記の図 19で示せる。 
 
 
最後に、本論で「B 類接続辞」のうち「以上」「限り」「あたり」「点」や「場合」の 5 語を
対象としてとりあげる理由を述べて、第 2章を終えた。 
 









































































図 21 本論の「文法化」に対する理解 
































表 1 接続辞「以上」の用法 




































































































































































































           図 27：＜範囲＞を表す 4語の接続辞化の機構 
 




















































































また(6)を踏まえ、「主題化」の有無という点から、2 つの類型を再考察し、以下の 2 点を明
らかにした。 
 
(7)  「範列条件関係類」が作る複文は「範列から 1項目をとりたてて主題化し、そのも
とで評価を行う」ものと理解でき、「主題化」が確実に含まれている。 









表 2 範列関係を表す複文の体系  




































表 3 「範列条件関係類」「範列項目関係類」「とりたて詞」「一般的条件接続辞」の関係 
類型 該当形式 従属節に示す項目の属性 条件性 
範列関係 とりたて 主題化 有無（強弱） 
範列項目関係類 代わりに・を除いて…   〇   〇   ×   × 
範列条件関係類 あたり・点   〇   〇   〇   〇（弱） 
以上・限り   〇   〇   〇   〇（強） 
一般条件接続辞 なら、ば、と、たら   〇   〇   〇   〇 
とりたて詞 主題化：は、なら…   〇   〇   〇   〇 
その他：だけ、まで…   〇   〇   ×   × 
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3. 結論各章の概要 




























表 4 ＜範列条件関係＞を表す接続辞の体系  
類型 該当形式 範列の在り方 条件性 
項目の数 項目間の関係 
相反項目選択類 以上・限り 2   相反関係   強 
多項目選択類 
あたり・点 ≥2 同類関係   弱 
場合 ≥2 同類関係   強 
